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港北 ニュー タウ ンは､東京都心 よ り西南方約25km､横浜中心部 よ り北北西約12kmの位

置 にあ ります｡

当地域 は港北区の北西部 ､緑 区の東部 にあ り､北側 は川崎市境 に接 し､西側 には田園

都 市線 ､東名高速道路 ､南側 には横浜線 ､東側 には第三京浜道路 ､東横線 があります｡
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は じ め に

横浜市 の宅地化 され ている状 況 をみ ると､個 々の宅地造成地域 の中だけは､道路､下水 道等 が整

備 され ていますが､宅地造成地域外 との連絡道路 は整備 されてい ませ ん｡或 いは､排水 の影響 は

あま り考慮 されていない等 のため に農業用水 に影響 を及ぼす等 の状 態 を出 しています｡

また､ この個 々の宅地造成 は市内 いたる ところにあって､その間の連絡 があ りませ ん｡ す なわち

乱開発 (スプ ロール) している状 況 が甚 だ しいのです｡

一方 ､市-の人 口増加 は著 し く､ これがため､住宅 の不 足 をきた し､宅地造成 が急 ピッチで行 な

われています｡ この ため､道路 ､学校 ､下水道等公共施設 の整備 が後過 しにな り快適 な市民生活

が営 め な くなっています｡

この ような弊害 を防 ぎ､進 んだ型 で計画的 に市 自 らが開発す る､ これが港北 ニュー タウ ンです｡

≪何故 この地域 を選んだか≫

横浜都心部 や鶴見 の工 業地域 に近 く､ また､第 3京浜

道路､田園都市線 の開通 によ り開発の気運 が急速 にた

か ま りつつあ り､ この ままおけば当然乱 開発 (スプ ロ

ール)が起 り得 る地域 です｡ したがって横浜市 は無秩

序 な宅地化 を未然 に防 ぐため､積極 的 な公共投資 をし

て､計画的開発 をこの地 に求 め たの です｡

≪港北ニュータウンの性格は≫

従来各所 にみ られ るよ うなただ単 なる大型住宅 団地 ､

ね ぐら的都 市 に しよ うとす るものではあ りませ ん｡健

康 で文化的 な生活圏 を構成す る総合的 な新都 市 をこの

地 に建設 す るのです｡ しか し､ この地区 だけで独立 し

ているわけではあ りませ ん｡横浜市の都心部 と鶴 見工

業地帯 との連 けい を保 ちなが ら町づ くりをすすめ ます｡

す なわち､横浜市の中心母都市 に対 す る一 つの副都心

とな ります｡ また､ この区域 の東南 に位 す る新羽 ､川

向 ､佐 江戸町 な どの準工 業地域 とも結 びつ いた一 つの

まとまった都市 にな ります｡
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く現 況 .〉 港北 ニュ_タウン土地利用現況図

位置 ･土地利用 ･交通

区 分 港 北 ニ ユ ⊥ タ ウ ン区 域 開発地区 (用途地域指定区域)

位置 場 所 港北区北山田町､南山田町､東山 北部

田町､大棚町､茅ヶ崎町､勝田町､ 北山田町､牛久保町の一部ほか

牛久保町､中川町､新書田町､新 南部

羽町､緑区､川和町､佐江戸町､池辺町､東方町､析本町､大熊町､荏田町 荏田町､茅ヶ崎町の-部ほか

面 積 約2,530ha 約1,391ha

土也刺用 山林､原野 943ha(37%) 750ha(54%)

田 畑 1,287ha(51%) 570ha一(41%)

宅 地 300ha(12%) 71ha(5%)

交過 道 路 県道丸子茅ヶ崎線､県道生田横浜線､都市計画街路.(未盤備)新横浜元

石川線､rFT山北山別線､横浜上麻生線､日滋元石川線､丸子中山茅ヶ崎

線､川崎町地線､宮内新横浜線

鉄 道 ニュータウン区域の中心部附近 より東項線日吉約6.0km､綱島約4.9km､大倉山約5.1km､横浜線新横浜約5.4

km､′ト机約4.5km､鴨居約4.2km､田園都市線たまプラ-ザ約4.0km､荏田

約3.1km､市ヶ尾約3.8km
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人 口

30 35 40 41 42 4344

各年10月 1日現在

横浜市の人 口増加 は年 間10万人前後 に及 び

特 に内陸 8区 (港北 ､緑 ､保土 ヶ谷､旭 ､

南 ､港南 ､戸塚 ､瀬 谷各区)に大 き くあ ら

われてい ます｡

昭和30年 の総人 口114万 人の うち､内陸 8区

の人 口は46万 人 で総人 口の40%であ りま し

たが､昭和44年 には総人 口214万 人 に対 して

約60%の123万人 に達 しています｡

港北 ニュー タウン区域 に含 まれ る関係 17町

の人 口は､昭和44年10月1日現在 6万4,500

人 であ り､港北 ニュー タウン区域 内の人 口

は約 4万5,000人 と推定 され ます｡

山内地区 中川地区 新 田地区
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く計 画 〉

土 地 利 用 計 画

(単位 ha)

開発地区の計画

人 口 計 画

(単位 人)

区 分 面 積 ha 計 画 人 口人 住 宅 戸 数戸

北那 公 団 第 - 554 箇

也区 98,000 24,000

北山田第-Q 38 令 @3,800 1,100

南那地区 公 団 第 二 770 .′122,000 i,:iI/:,J'Z:,'.,,,,:,;.,:I.I,Jtを静31,000

勝 田 市 営住 宅 団 地 14 令 -
5,800 1,460

そ の 他 15
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1.日本住宅公団施行地区

北部 (公団第 1地 区)554ha

南部 (公団第 2地 区)770ha)
計1,324ha

日本住宅公 団が土地区画整理事業 を行 ないます｡

2.北 山田第 1地区

北 山田町の一部38haを組合施行 の土地 区画整理事業 を行 なってい ます｡

3.勝 田地区

勝 田町の一部14haは市営住宅 の建設 がすすみ､1,460戸5,800人 が居住 してい ます｡

4.その他

15haは県立川和高校等す でに宅地化 きれてい ます｡

農業専用地区の計画

都 市 と農業 の調和 をはか り､農地 の乱開発 を防止 して､意欲 あ る農家 の育成及 び経営 の確 立

をめ ざす ため､農地 の集 団化 ､優 良農地 の保護 に万全 を期 します｡

そのため地元 の方 々 との話 し合 いのなかか ら地区の選 定 をはか り､市 は土地基盤整備事業 に

全額補助 をうちだ し､都市農業 の育成 と都 市環境整備 をかね た生産緑地 をつ くるもの です｡

すでに土地交換 を終 了 し､現地測量､事業計画 を具体 的 にすすめ ている地 区 もあ ります｡

その他の地区

この地区 は既存集落部分 を主 としてお り､新都市計画法 に もとづ く市街化調整区域 とし､当

分･の間は現状 以上 の乱 開発 を防止 す るため開発保留地区 とす る一方 ､新都市計画法 の開発基

準 にそった大規模 な民 間等 の開発 で乱 開発 を促進 す るおそれの ない ものについては､本市宅

地開発要綱及 び港北 ニュー タウン全域 の基本計画 にあ うよう開発指導 を行 ないます｡

また､地元 にい くつかの土地区画整理組合 を設立 し､組合施行 に よる計画的 な土地区画整理

も望 ましい と思 い ます｡
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港北 ニュータウン

土 地 利 用 計 画 図

その他地区

凡. 例

ニ ュー タウ ン区 域

住 居 地 域

叩 工 紫 J也 城

腿 紫 専 用 地 区

腹 話野 川子Tif地区

計 画 道 路
河 川



施 設 計 画

輸 送 計 画 く高 速 鉄 道〉

横 浜市営 高速鉄 道 2路線 を計画 してい ます｡

3号線一 本牧 ～横浜 ～新 横 浜～ ニュー タウ ン

4号線一鶴 見一綱 島 ･日吉 間～ ニュー タウ ン

この鉄道 にパ ス を組合 わせ て通勤輸送 を行 ない ます｡

く駅 前 広 場〉

横 浜市営 高速鉄道 の各駅 に設置 します｡

く幹 線 道 路〉

ニュー タウ ン関連都 市計画街 路

新 横 浜 ･元石 川線

日 吉 ･元石 川線

川 崎 ･町 田 線

宮 内 ･新横浜線

横 浜 ･上麻 生 線

中 山 ･北山 田線

丸子 ･中山 ･茅 ヶ崎 線

巾 延長

32m 6,400m

22 8,200

22 2,200

22-40 4,500

22-32 5,800

18-25 7,000

18 1,400

く区 画 街 路〉

巾4.5-18mとし､その他 に通勤 ､通学 ､買物等 の歩行

者専 用道 路 を設 け る とともにバ ス停 ､学校 ､公 園､買

物 等 を緑 道 でつ な ぎます｡
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公

排水処理施設 排水方式 は分 流式 とします｡雨水 は地 区内外 の下水路

を経 て､早 測川及 び鶴 見川 に放 流 します｡ 又 ､汚水 は

下水道 幹線 を経 て菊名下 水処理場 にお いて処理 のの ち､

鶴 見 川 に放 流 します｡

径 延長

元石 川新羽 幹線 (⊃100-□400cm 10,840m

荏 田 幹 線 0 45-□120 4,450

山 田 幹 線 0 80-E]200 1,950

新 吉 田 幹 線 0 35-□210 3,205

川 向 幹 線 0 35-□300 6,315

雨 水 幹 線 0 80-□440 4,985

河 川 改 修 ニュー タウ ン流束河川 とな る早 測川 ､大 熊川 ､矢 上 川 ､

江川 の改修 を行 ない ます｡ す でに都 市計画決定 され た

早 測川 は､巾21.2-48m､ 延長 8,200mにわ た り改修

工事 を実施 す るため ､神 奈 川県が地 元 の方 々 と用地交

渉 をすすめ てお ります｡
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教 育 施 設 公団開発地区の人 口を約22万人 と推定 し､小学校26校 ､

中学校 13校 ､高等学校数校 を計画 します｡

公 益 施 設 行政総合 セ ンター及 びサー ビスセ ンター を適正 に配置

す るための用地 を確保 します｡

商 業 施 設 地域 セ ンター､地区 セ ンターに分 け､地域 セ ンタ~は

駅 中心 に配置 して地域サー ビス施設 とし､地区セ ンタ

ーはバ ス停 を中心 に配置 し地区サー ビス施設 とします｡

埋 蔵 文 化 財 ニュー タウン全域 には 約520ヶ所の埋蔵文化財 が存在

しています｡(公団開発地区内約220ヶ所 )本市 では文化

財関係 団体 とともにこれ らを調査発掘 し､保存 すべ き

もの､記録 すべ きもの等 を充分検討 し､開発 と保存 の

調和 をはか りつつ処理 してい く考 えです｡

完 成 年 度 公 団 開 発 地 区 (1,324ha) 昭和52年度 (予定)

ニュー タウン全域 (2,530ha) 昭和60年度 (予定)

注 道路計画 について一部訂正 昭和47年 4月
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港 北 ニ ュ ー タ ウ ンの 基 礎 理 念

1乱開発の防止

2都市農業の確立

3 市民参加のまちづ くり
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I.用途地域の変更

44.5.10建設省告示 窮1,896号

く内容〉住解地域1,391ha(発効44.5.30)

2.土地区画整理事業を施行すべき区域及び事業の決定

44.5.14建 設省告示 FT,1,964号 横浜国際港都建設

計画横浜北部新都市第 1地区

44.5.14建設省告示 第1,963号 横浜国際港都建 設

計画横浜北部新都 市節 2地区

く内容〉第 1地区554ha 第 2地区770ha

3.都市計画街路の変更及び追加

44.5.20建設省告示 第2,562号

く内容〉都市計画街路の変更

西神奈川寺家線 西神奈川元石川線

羽沢鉄線

中 山 元 石 川 線 を

中山北山田線

篠 原 池 辺 線 篠原池辺線 (終点変更 )

4.早測川の改修

44.5.20建設省告示 第2,334弓-

く内容〉高田橋～矢崎橋 (県管理 )

矢崎橋 一中村大橋 (市管硬 )

延長8.2km 巾月21.2-48m

5.土地区画整理事業の 日本住宅公団-の特杵

44.6.11建設省告示 第3,059号 第 1地区

44.6.11建設省告示 第3,058号 第 2地区

く内容〉窮1地 区554ha 第 2地区770ha

､ヽ､､.
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横 浜 市 の 6大 事 業
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